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研究成果の概要（和文）：本研究では、在日ブラジル人児童のリテラシー能力獲得においてインプットとメタ言語意識
が果たす役割について調査を行った。アンケート調査と言語能力テストを用いた分析結果から、家庭内の読書環境とメ
タ言語意識にはあまり関連がないことがわかった。一方、家庭内の蔵書数はポルトガル語と漢字のディコーディング能
力と中程度の関係があるが、平仮名との関係は弱いことがわかった。この結果から書記体系の種類によって必要なサポ
ートが異なる可能性が示唆された。また、音韻意識は音韻構造の異なる二言語間でも転移することが確認されたが、L2
ディコーディングにどの程度貢献するかは書記体系によることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：This study aims to investigate the roles of metalinguistic awareness and print 
exposure in low socioeconomic status bilingual children’s literacy development. The analysis revealed 
that home print exposure influences children’s phonological awareness and decoding skills. Further, 
three types of print exposure are differentially related to three decoding skills. The results also 
suggest that each decoding skill requires different types of support due to the properties of the writing 
systems. Moreover, metalinguistic awareness transfers across languages, even when languages have 
different phonological structures and writing systems. However, it was also found that phonological 
awareness contributes differently to the development of L2 decoding skills, depending on the types of 
writing systems.

研究分野： L2リーディング

キーワード： バイリンガリズム　L2リーディング　継承語教育　活字接触
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 本研究の目的は、バイリンガル児童のリテ
ラシー能力獲得において、インプットとメタ
言語意識の役割を明らかにすることである。
読みの入門期において最も重要なのは、表記
法を理解し、文字を音声化する能力(ディコ
ーディング)を身に付けることである。また、
児童の活字接触（インプット）の量や頻度が
ディコーディング能力を発達させる上で重
要であると言われている。しかし、これまで
の研究はモノリンガルや社会経済的地位が
比較的高い児童を対象にしたものがほとん
どである。本研究では、在日ブラジル人児童
を対象に、活字接触とメタ言語意識がバイリ
テラシー獲得に及ぼす影響を調査した。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究では、質問紙を用いて在日ブラジル
人児童の活字接触量(print exposure)を測り、
リーディング能力とどのような関係がある
かを調べた。 
 
３．研究の方法 
 
（１）研究１ 
①対象：小１～２年の在日ブラジル人児童１
５名（１年生８名、２年生７名） 
②測定：受容語彙サイズ（Peabody Picture 
Vocabulary Test）、音韻意識テスト、ディコ
ーディングテストによるリーディング能力
の測定および家庭のリテラシー環境に関す
る質問紙調査 
③分析：質問紙のデータを数量化し、活字接
触量でグループ分けを行い、各テストの得点
の平均値を比較した。また、活字接触のタイ
プとディコーディングテストの得点の相関
係数を算出した。 
 
（２）研究２ 
①対象：５～７歳の在日ブラジル人児童３０
名 
②測定：受容語彙サイズ（Peabody Picture 
Vocabulary Test）、音韻意識テスト、ディコ
ーディングテストによるリーディング能力
の測定 
③分析：３つのリーディングテストの相関係
数を求めて３つのスキルの関係について調
べた。 
 
４．研究成果 
（１）研究１ 
在日ブラジル人児童のポルトガル語（Ｌ１）
と日本語（Ｌ２）のリーディング能力につい
て測定し、記述統計を表１にまとめた。ポル
トガル語（Ｌ１）と日本語（Ｌ２）の比較は
テストの難易度を統制していないため単純
な比較は難しいが、受容語彙サイズや音韻意
識という口語との関係も強い能力はポルト
ガル語のほうが高く、読みと直接的に関係の

強いディコーディングは日本語のほうが高
い傾向にあるようである。これはポルトガル
語優勢の環境から日本語が優勢的な環境に
入ったばかりであることと、学校教育を受け
ているのが日本語だけであることに理由が
あると思われる。また、浅い正書法（書記素
—音素の対応が比較的規則的）であるポルト
ガル語のディコーディングがほとんどでき
ない児童が多いことも注目しておきたい。 
 
 
表１． 
 

 
タスク N Mean(SD) 

ポルトガ

ル語   

 
受容語彙サイズ 15 

68.93 

(11.30) 

 

音韻意識

（Discrimination） 
15 
98.80 

(1.78) 

 
音韻意識（Deletion） 15 

47.33 

(24.27) 

 
ディコーディング 15 

14.93 

(30.22) 

日本語 
   

 
受容語彙サイズ 15 

53.87 

(13.98) 

 

音韻意識

（Discrimination） 
15 
94.40 

(7.16) 

 
音韻意識（Deletion） 15 

33.67 

(26.08) 

 

平仮名ディコーディ

ング 
15 
85.73 

(13.43) 

  
漢字ディコーディン

グ 
15 
23.20 

(29.77) 

  
 次に家庭の活字接触と言語能力の関係に
ついて分析した。質問紙調査の結果は、数量
的分析のために（例えば、毎日読む＝４点、
ほとんど読まない＝０点）のように数値化を
行って分析をした。数値化されたデータは言
語別に合計値を計算し、家庭の活字接触を表
す変数とし、平均値より上の児童を High グ
ループ、平均値より下の児童を Low グループ
と２つに分けて分析を行った。表２はポルト
ガル語の家庭の活字接触とポルトガル語能
力の関係を調べるため、High グループと Low
グループの平均値を比較したものである。各
言語テストのスコアは満点を１００点とし



て計算されている。表からは、２つのグルー
プ は 受 容 語 彙 サ イ ズ と 音 韻 意 識
(Discrimination
意識(Deletion)
あることがわかる。
 また、日本語の家庭の活字接触と日本語能
力の関係を比較した。結果はポルトガル語の
結果とよく似ていたが、ディコーディングに
関しては平仮名のみが２つのグループで大
きな差は見られなかった点が異なった。
 
 さらに、どのような活字接触がディコーデ
ィング能力と関係があるのかについて分
した。質問紙の問いの内容に応じて３つのカ
テゴリー（Ａ．図書等の所有数、Ｂ．紙以外
のメディア、Ｃ．文字媒体を用いた活動）に
分類して分析を行った。Ａ
籍、雑誌など、紙に印刷された文字媒
にどれくらい保有しているかについて尋
た質問が含まれる。Ｂ
は、ＴＶ
以外の文字媒体の利用頻度などにつ
ねた質問である。そしてＣ
た活動（読書など）をどれくらいの頻度で行
っているかについて尋ねた質問である。３つ
のカテゴリーの質問の数値化し、それぞれに
合計値を計算した。そして、それぞれの合計
値とディコーディングの関係の強度を調べ
るためスピアマン順位相関係数を計算した
（表２）。ポルトガル語ディコーディングと
中程度の相関があったのは、「図書等の所有
数」と「文字媒体を用いた活動」で、「
外のメディアの利用の利用」とはほとんど相
関が見られなかった。
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表３．日本語（Ｌ２）の家庭の活字接触と日
本語（Ｌ２）能力の関係
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）
ポルトガル語と日本語
は強く、先行研究同様、音韻構造が異なる言
語間でも転移は起こる可能性が示唆された
（表４参照）
コーディングの間には相関がみられたが、
回帰分析で先に音韻意識を入力すると、日本
語の受容語彙サイズは平仮名ディコーディ
ングを有意に説明しなかった。一方、漢字デ
ィコーディングを従属変数にして分析した
ところ、日本語の受容語彙サイズは漢字を有
意に説明した
 
表４．
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表５．
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
まとめ
 本研究の結果から、ブラジル人
での活字接触は、受容語彙サイズや音韻意識

Variable Japanese decoding (Kana)
B

Length of formal
education

1.654

Length of formal
education

0.987

Japanese PA 0.801
Portuguese PA -0.156

Length of formal
education

0.75

Japanese PA 0.648
Portuguese PA -0.126
Japanese oral
vocabulary

0.319

Note. ***P <.001, **P <.01, *P <.05

ことは注意したい。
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（表４参照）。受容語彙サイズと平仮名ディ
コーディングの間には相関がみられたが、
回帰分析で先に音韻意識を入力すると、日本
語の受容語彙サイズは平仮名ディコーディ
ングを有意に説明しなかった。一方、漢字デ
ィコーディングを従属変数にして分析した
ところ、日本語の受容語彙サイズは漢字を有
意に説明した（表５参照）
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まとめ 
本研究の結果から、ブラジル人
での活字接触は、受容語彙サイズや音韻意識

Japanese decoding (Kana)
SEB β sr2

0.238 0.80 *** 0.63

0.22 0.48 *** 0.14

0.185 0.58 *** 0.13
0.233 -0.08 0.00

R2change=.18***

0.248 0.36 ** 0.06

0.196 0.47 ** 0.07
0.224 -0.06 0.00

0.175 0.24 0.02

R2change=.02

ことは注意したい。 
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本語（Ｌ２）能力の関係 

 
ポルトガル語と日本語の音韻意識の相関
は強く、先行研究同様、音韻構造が異なる言
語間でも転移は起こる可能性が示唆された

。受容語彙サイズと平仮名ディ
コーディングの間には相関がみられたが、
回帰分析で先に音韻意識を入力すると、日本
語の受容語彙サイズは平仮名ディコーディ
ングを有意に説明しなかった。一方、漢字デ
ィコーディングを従属変数にして分析した
ところ、日本語の受容語彙サイズは漢字を有

（表５参照）。

本研究の結果から、ブラジル人
での活字接触は、受容語彙サイズや音韻意識

Japanese decoding (Kanji)
B SEB β

0.622 0.123 0.69

0.239 0.101 0.27

0.49 0.085 0.82
-0.176 0.106 -0.20

R2change=.32***

0.099 0.108 0.11

0.4 0.086 0.67
-0.159 0.097 -0.18

0.188 0.076 0.33

R2change=.04*

表３．日本語（Ｌ２）の家庭の活字接触と日

の音韻意識の相関
は強く、先行研究同様、音韻構造が異なる言
語間でも転移は起こる可能性が示唆された

。受容語彙サイズと平仮名ディ
コーディングの間には相関がみられたが、
回帰分析で先に音韻意識を入力すると、日本
語の受容語彙サイズは平仮名ディコーディ
ングを有意に説明しなかった。一方、漢字デ
ィコーディングを従属変数にして分析した
ところ、日本語の受容語彙サイズは漢字を有

。 

本研究の結果から、ブラジル人児童の家庭
での活字接触は、受容語彙サイズや音韻意識

Japanese decoding (Kanji)
sr2

0.69 *** 0.48

0.27 * 0.04

0.82 *** 0.27
-0.20 0.15

R2change=.32***

0.11 0.01

0.67 *** 0.15
-0.18 0.02

0.33 * 0.04

R2change=.04*

表３．日本語（Ｌ２）の家庭の活字接触と日

の音韻意識の相関
は強く、先行研究同様、音韻構造が異なる言
語間でも転移は起こる可能性が示唆された

。受容語彙サイズと平仮名ディ
コーディングの間には相関がみられたが、重
回帰分析で先に音韻意識を入力すると、日本
語の受容語彙サイズは平仮名ディコーディ
ングを有意に説明しなかった。一方、漢字デ
ィコーディングを従属変数にして分析した
ところ、日本語の受容語彙サイズは漢字を有

児童の家庭
での活字接触は、受容語彙サイズや音韻意識



（Discrimination）とは関係が弱かったが、
音韻意識（Deletion）とディコーディングと
の関係がみられた。また、活字接触の中でも、
実際に文字を読む活動の頻度がディコーデ
ィング能力と関係が強く、紙媒体以外のメデ
ィアとの接触はディコーディング能力の発
達には関係が弱いことが示唆された。さらに、
活字接触のディコーディングへの影響は、教
育の有無や書記体系の性質によっても変わ
る可能性も観察された。しかし、本研究は、
非常に限られた数のデータでの分析であり、
その結果の解釈は限定的である。活字接触と
の因果関係を立証するための横断的研究、ま
た、家庭の活字接触量の測定方法についても
改善が今後の課題であろう。 
 また、本研究の結果から、音韻意識は音韻
構造の異なる言語間でも転移は起こるが、転
移した音韻意識がどの程度ディコーディン
グに貢献するかは、書記体系による可能性が
示唆された。 
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